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正三角形シリーズ２８ 

 

 下の図は２つの正三角形ＡＢＣとＡＤＥを組みあわせたものです。ＡＰ：ＰＤ＝ＣＰ：ＰＢ＝３：１のと

き，正三角形ＡＢＣとＡＤＥの面積の比を求めなさい。 
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正三角形シリーズ２８ ９：１３ 

 

 図①のかげをつけた三角形ＡＢＰとＡＥＱは相似形なので，ＥＱの長さは１です。ここで，図②の三角

形ＤＰＲを考えます。ＤＰＲは三角形ＡＢＰやＡＥＱと相似であり，三角形ＡＥＱとの相似比は１：１なの

で，ＤＲの長さは４です。よって，点Ｒは点Ｅと一致します。 

 

図①                       図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図③の三角形ＡＢＰとＥＣＱは３：１の相似形なので，面積の比は９：１です。残りの部分の面積比を求

めると，図④のようになるので，三角形ＡＢＣとＡＤＥの面積の比は，３６：５２＝９：１３です。 

 

 図③                      図④ 
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